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 Zusammenfassung  :
  Hier berichte ich die Referate der zwei  Vortrage von Prof. J. Reiter, von denen der eine, d.  i. "Zur Verantwortung von 
Wissenschaftlerinnen  u d Wissenschaftlern,"  anlasslich der  "Begrill3ung der Erstsemester" an der  Universitat Mainz am 23. April 2003 
 und der andere, d.  i. "Menschlich pflegen — Anmerkungen zur Pflegeethik  und Ethik in der Pflege," am 21. Mai 2003 in  Saarbriicken 
gehalten worden ist. Meinen Wunsch, dass ich seine Schriften ins Japanisch  tibersetzen  mochte, hat der Professor  gern im Brief von 30. 
 April  2003 an mich angenommen. 
  Der Vortrag "Zur Verantwortung von Wissenschaftlerinnen  u d  Wissenschaftlern"  erlautert  zunachst den Begriff Verantwortung, 
 und dann  lasst die Verantwortung von Wissenschaftlern i  folgenden hervortreten. (1) Ihre Verantwortung besteht erstens darin, neue 
Erkenntnis zu gewinnen. Menschheit braucht die Forschung, um ihre Zukunftsprobleme zubewaltigen. (2) Die Verantwortung von 
Wissenschaftlern besteht weiterhin darin, die Folgen ihres Handelns mit zu bedenken. Darum bedarf es einer  Guterabwagung. Die 
Wissenschaftler haben also eine Informationspflicht, die auch  gegentiber der  allgemeinen Offentlichkeit besteht. (3) Sie sollen mit 
ihren Forschungen keine ethicsh verwerflichen Ziele verfolgen. (4) Es gibt Verantwortung in der Arbeitgruppe. Dort kann der 
Einzelne nicht allein die Verantwortung  fur das gesammte Forschunsprojekt tragen. Das ist eine Mitverantwortung  aller dem Projekt 
Beteiligten. 
 Im Vortrag "Menschlich pflegen" greift der Verfasser aus dem  groBen Bereich der Pflege das Elememt der Beziehung zwischen dem 
Pflegenden  und dem Patienten  heraus. Indem er  ftinf Aspekte in dieser Beziehung thematisiert hat, versteht er zum  Schluss unter 
einem  ganzlichen Pflegeverstandnis den  Pflegeberuf als Anruf  zu qualifizierter Mitmenschlichkeit, Pflege knapp als soziale 
Dienstleistung von Menschen  f-iir Menschen.

















提唱 した論者 として知 られている。
氏は、2000年9月に、日本学術振興会外国人招聰研
究員 として来 日し、その際に、福井医科大学でも学術
講演(倫 理委員会主催)を 依頼 し、実現 した経緯があ
る。「インフォーム ド・コンセン トとエホバの証人」を
テーマとしたその講演内容は、「福井医科大学研究雑誌









折 り返 し早速快諾の返事が寄せ られたので、そのなか






















る。 こうした難 しいテーマをできるだけ平易に説 くの
が、氏のモッ トー であるように思われる。
(凡例)
・ 原文 で下線 をつ け強調 す る語句 は、 ゴシック体
とした。
・ 原文 の""は 、「 」で表す。
・ 訳注 は、必要最小 限度 に、各編 の末尾 にま とめ
た。





1.テ ー マへの誘 い
おそ らくあなた方の多 くは、 ドイツ語の授業で使わ
れている次のテキス ト内容は先刻承知のことと思いま
す。そこでは、次のように書かれています。




学者である]わた しが武器 を利用できるように してや
るなら、そ うした武器 を使って、世界が どんな災いを
引き起 こすことになろ うか、われわれは考えることが
できる。わたしは、こうした洞察に自分の行為を従属させ
た。わた しは貧 しかった。わた しには妻 と三人の子ど
もがいた。大学では名声が、企業ではマネーが手招き





























ておきたい。それは、フリー ドリッヒ ・デュ レンマ ッ
ト(訳注2)のコメディー 『物理学者たち』(1962年)に由
来 します。 この箇所に登場する作中人物は、 ドイツの






かれ と同 じように精神病院に留まるよ う説得に努める
のです。
さてわた しが、このテキス トを選んだのは、あなた






























































か じめすでに応用 とい うことがガッシリと織 り込み済
みなのです。確かに、研究者の好奇心が依然 として研
究を駆 り立てます。だが、研究をプロジェク トする段











わた したちのテーマ と一緒に提起 され、科学者たち
の責任 を挑発するような問題の うち、わた しはまだ、
その若干を素描 しただけです。
わた しは以下で科学を推進す る人たちが担 う責任の
可能性 と限界を問いたいのですが、そのまえに何よ り
も先ず、責任とい う概念を明確にすることが肝心です。
皿.責 任 とは、そ もそ も何か
責任の語で一般に理解されているのは、人格の次の
ような務めです。つま り、その人格 に帰せ られる意欲
や行為に対 して しかるべき権限を持つ審級のまえで釈
明 しなければな らないとい う務めです。責任の度合い
は、人格の 自由の度合いに左右 されます。




心理的な諸前提 を思 うよ うに扱える場合に、その場合
にかぎって、その行為 とこれから帰結す る結果 とに対
して責任があ ります。人格は[目先のことから]もっと先
に進んで、行為を、行為から帰結する結果との連関で
理解 しなければな りません。 さらに、行為から帰結す
る結果が他の存在者の利害関心に影響を与えます し、
この事実に基づいて行為は命 じられた り、許 された り、
禁 じられた りします。人格はこのことも理解 しなけれ
ばなりません。ある人が、ある行為によって大きな災
























































































果に気づ くなら、財の比較考量が必要にな ります。 こ





され るべきだとい うのは、疑問の余地があ りません。
だから疑わ しいときは、きっと万事がうまく行くだろ
うとい う考えに従 うよりも、む しろ逆の考え、つまり
大胆な企てはうまく行かないかもしれないとい う考え






















造の瓦解 とい う結果になっただろ うと、メービウスは
言います。科学者たちの情報提供の義務は、一面では
科学の公共社会に対 して、他面では一般的な公共社会




科学者たちは、 自分たちが批判的な社会へ深 く取 り込
まれていると感 じるに違いありません。責任性は、相
互的でなくてはならないのです。


















を挙げておきま しょう。 キメラ、つま り人間と動物 と
の混合種を産出するための研究、あるいは拷問・器具を
生産するための研究が挙げられましょう。























皿.責 任 の 限界
責任 の限界 とい うものが あるので しょ うか。 この問
いに対 してわた しは、今講演 を終え るに当た り、 ごく
手短 に答 えておきま しょ う。
自らの責任 とい う枠 組み の中で行為す る科学者 た ち
は、 自らの研究成 果 を他者 が誤用す るこ とに対 しては
責任がな いのです。研 究成果 の利用 に対す る責任 は 、
原 則的に利用者 の側 にあ ります。利用者 であ るの は、
個人で あった り、企業 あるいは政府で あった りしま し
ょ う。オ ッ ト・ハー ン(訳注3)、リー ゼ ・マイ トナー(訳注
4)、そ してブ リッツ ・シ ュ トラスマ ン(訳注5)らは、1938
年の時点 で、ベル リン ・カイザー ・ヴィルヘル ム研 究
所 にあって核分裂 を発 見 しま したが、かれ らには、1945
年 の広 島 と長崎へ の原 爆投下 に対す る責任 はあ りませ
ん。原 子爆弾製造へ の決定的 な一一歩は、 アメ リカ合衆
国で始 ま りま した。 これ に関与 した科学者 たちの反応
は さま ざまで した。 だが、 当初 味わ った輝 か しい成果
の喜びが 、のちに深 刻 な罪感情 に屈 して しま う事例が
多いのです。
しか し研 究者 は、 自 らの責任 とい う枠組 み を守 らな
か った な ら、特に挙 げる と、かれ らに課せ られてい る
諸結果の評価 義務 と情報提 供義務 を遵 守 しなか ったな















































(訳注1)Narrenkappe。生徒 に罰 と して か ぶ せ られ る帽 子 。
昔 、宮 中道 化 役 が用 い た鈴 付 き の道 化 帽 。










(訳注4)LiseMeitner(1878-1968).スウ ェー デ ン の女 性 物 理
学 者 。 ウ ィー ン大 学 で物 理 学 を学 び 、 ベ ル リ ンに 移 りM.プ
ラ ン ク に 師事 した後 、1912年カ イ ザ ー ・ヴ ィル ヘ ル ム 研 究 所
に入 り、0.ハ ー ン と放 射 能 の 共 同研 究 に従 事 した。
(訳注5)FritzStrassmann(1902-1980).(〉ハ ー ンが1938年に 、
ウ ラ ン に 中 性 子 を照 射 し核 分 裂 反 応 が 起 き る の を発 見 した と




































































護の働き手は多 くの時間を直接に患者に接 して過 ごす
























第1の 面:習 慣 化(ル ーティン化)、だが 習 慣(ル
ー ティン)にあらず
ルーテ ィン とは、本 来、練 習によって身につけた熟
練 あるいは器用 さであ ります。これ に対応 して、「ベテ
ラン」 とは、 自分 の専門に熟達 した人であ ります。 日
常語 では しか し、その語 は、否定的な意味合い もあ り
ます。特 に社会 的な職 業 との関連ではそ うです。何か
を器用 に行 うとは、 この場合、その ことを仕事柄、 内



























































































































































向づけを可能にす るために、患者に付 き添い、患者 を
世話 し、患者の相談相手にな り、患者 を動機づけるこ
とが問題です。そして生きることの部分として人間的
死に付き添 うことが問題です。











(訳注1)BemutterungundBevormundung.直訳 す る と、
〈母 親 の よ う にお節 介 を や く こ と 〉 と 〈意 の ま ま に 牛 耳 る こ




看護人と患者 との問の関係 という要素です。 この関係
の網の 目細工について、わたしは次に五つの側面を主
題にしました。わたしは顧慮の外に置きま したが、さ
らに二三の側面があります。 この考察でわた しは、看
護の全体的な理解から出発 しました。全体的な看護と
いうのは、人間の身体、心、そして社会的環境を包括
し、そしてそれ らの相互関係に注目します。患者、場
一109一
